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「
文
学
」
編
集
同
人
で
あ
っ
た
深
田
久
弥
・
堀
辰
雄
・
永
井
龍
男
・
吉
村
鉄
太
郎
と
、「
１
９
３
０
」
の
小
野
松
二
と
が
合

流
し
、
そ
こ
に
誌
名
命
名
者
で
も
あ
る
小
林
秀
雄
ら
が
加
わ
っ
て
、
一
九
三
〇
年
に
創
刊
さ
れ
た
雑
誌
が
「
作
品
」
で
あ
る
。

創
刊
号
（
一
九
三
〇
・
五
）
の
「
編
輯
後
記
」
で
《「
作
品
」
は
作
品
そ
の
も
の
を
も
つ
て
対
文
壇
的
な
仕
事
を
す
る
。
そ
れ

は
強
ち
に
創
作
ば
か
り
と
は
限
ら
な
い
。
随
筆
や
感
想
も
亦
そ
れ
ら
が
一
篇
の
作
品
と
し
て
見
ら
れ
る
に
足
だ
け
の
も
の
を

も
つ
て
充
満
さ
せ
る
つ
も
り
で
ゐ
る
》
と
謳
っ
て
出
発
し
た
。
同
誌
に
対
し
て
は
、
創
刊
四
年
目
の
昭
和
九
年
に
、《
現
在
小

野
松
二
が
編
輯
主
任
と
な
り
、
三
原
達
夫
な
ど
が
之
を
輔
け
て
一
種
独
特
の
高
雅
な
商
品
と
颯
爽
た
る
活
気
を
誌
面
に
滲
ま

せ
て
、
特
異
な
存
在
と
な
つ
て
ゐ
る
》
と
い
う
紹
介
に
つ
づ
き
、《
同
人
雑
誌
と
い
ふ
よ
り
は
も
う
一
廉
の
文
芸
雑
誌
》
だ
と

い
う
評
価
が
な
さ
れ
て
い
る
（
Ｐ
・
Ｑ
・
Ｒ
「
同
人
雑
誌
展
望
」「
文
芸
通
信
」
一
九
三
四
・
二
）。

　

こ
こ
で
、
創
刊
時
か
ら
の
特
徴
と
し
て
確
認
し
て
お
き
た
い
の
は
、「
作
品
」
が
た
え
ず
読
者
を
意
識
し
、
そ
の
反
応
を
誌

面
に
も
反
映
さ
せ
た
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
な
メ
デ
ィ
ア
だ
っ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
第
九
号
か
ら
は
「
読
者
通
信
用
紙
」
が

奥
付
上
部
な
ど
に
付
さ
れ
、
以
後
「
同
人
通
信
」
と
あ
わ
せ
て
「
読
者
通
信
」
を
舞
台
に
読
者
の
声
が
誌
面
を
賑
わ
せ
て
い

く
。
中
で
も
特
筆
す
べ
き
な
の
は
、
小
林
秀
雄
「
オ
フ
ェ
リ
ア
遺
文
」（「
改
造
」
一
九
三
一
・
一
一
）
を
め
ぐ
る
一
連
の
議

論
で
あ
る
。
同
作
発
表
の
翌
月
、「
読
者
通
信
」（「
作
品
」
一
九
三
一
・
一
二
）
に
は
吉
田
創
二
と
飯
尾
一
郎
の
感
想
が
掲
載

さ
れ
、
特
に
後
者
は
《
で
き
る
な
ら
「
作
品
」
誌
上
に
も
氏
（
小
林
秀
雄
の
／
引
用
者
注
）
の
小
品
が
欲
し
く
思
ふ
》
と
述

べ
て
い
る
。
同
号
で
は
、
辰
野
隆
「
妄
評
無
罪
」
も
「
オ
フ
ェ
リ
ア
遺
文
」
に
言
及
し
て
い
る
が
、
翌
月
に
は
河
上
徹
太
郎

「
小
林
秀
雄
へ 　
　

「
オ
フ
ェ
リ
ア
遺
文
」
読
後
感 　
　
 
」（「
作
品
」
一
九
三
二
・
一
）
が
掲
載
さ
れ
る
。
す
る
と
そ
の

翌
月
に
は
、
河
上
評
を
批
判
し
た
本
山
茂
也
の
一
文
が
「
読
者
通
信
」（「
作
品
」
一
九
三
二
・
二
）
に
載
る
。
さ
ら
に
、
そ

の
翌
月
に
は
、
則
武
一
雄
「「
オ
フ
ェ
リ
ヤ
遺
文
」
小
解
」
と
い
う
三
頁
強
に
わ
た
る
批
評
文
が
「
読
者
通
信
」
欄
（「
作
品
」

一
九
三
二
・
三
）
に
掲
載
さ
れ
る
。
こ
こ
に
、「
作
品
」
と
い
う
場
の
特
質
が
鮮
や
か
に
示
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
て
、「
作
品
」
の
歴
史
と
太
宰
治
と
の
接
点
へ
と
話
題
を
転
じ
て
い
く
な
ら
ば
、
い
わ
ゆ
る
文
芸
復
興
期
に
そ
の
誌
面
は
、

執
筆
陣
の
変
動
に
伴
い
一
変
す
る
。
こ
れ
に
大
き
く
関
わ
っ
た
と
さ
れ
る
の
が
、
一
九
三
三
年
一
〇
月
に
創
刊
さ
れ
た
「
文

學
界
」
の
動
向
で
あ
る
。
一
九
三
五
年
一
〇
月
、「
文
學
界
」
は
旧
同
人
を
解
散
し
、
新
た
に
河
上
徹
太
郎
ら
「
作
品
」
執
筆

陣
を
加
え
て
組
織
を
再
編
成
し
た
の
だ
。「
満
五
周
年
記
念
号
」（
一
九
三
五
・
五
）
を
迎
え
た
「
作
品
」
に
、《「
作
品
」
か
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ら
巣
立
つ
た
作
家
も
随
分
多
い
。
今
文
壇
で
中
堅
作
家
又
は
新
進
作
家
を
以
て
称
せ
ら
れ
て
ゐ
る
人
達
は
、
殆
ん
ど
皆
「
作

品
」
誌
上
に
そ
の
作
品
を
発
表
し
て
来
た
人
達
で
あ
る
。
編
集
者
と
し
て
の
小
野
松
二
君
の
良
心
、
鑑
識
眼
は
十
二
分
に
信

頼
さ
れ
て
い
い
と
思
は
る
》
と
い
う
石
田
幸
太
郎
の
評
価
が
掲
載
さ
れ
る
の
と
前
後
し
て
、「
作
品
」
は
新
進
作
家
の
檜
舞
台

へ
と
変
貌
を
遂
げ
て
い
く
。
そ
の
代
表
的
な
存
在
こ
そ
、「
佳
人
」（
一
九
三
五
・
五
）
で
の
小
説
家
デ
ビ
ュ
ー
か
ら
新
進
作

家
と
し
て
「
作
品
」
を
舞
台
に
小
説
を
発
表
し
つ
づ
け
、
つ
い
に
「
普
賢
」（
一
九
三
六
・
六
〜
九
）
で
芥
川
賞
を
射
止
め
る

石
川
淳
に
他
な
ら
な
い
。
受
賞
後
の
「
後
記
」（
一
九
三
七
・
四
）
で
は
小
野
松
二
も
、《
石
川
淳
氏
の
「
普
賢
」（「
作
品
」

昭
和
十
一
年
六
、
七
、
八
、
九
月
号
所
載
）
が
芥
川
賞
を
受
賞
し
た
。
以
て
本
号
を
そ
の
記
念
号
と
し
た
所
以
で
あ
る
が
、

本
誌
が
又
、
石
川
氏
の
実
力
を
広
く
世
間
に
紹
介
す
る
こ
と
に
役
立
つ
た
こ
と
は
欣
快
に
堪
え
な
い
》
と
自
讃
し
て
い
る
。

こ
こ
に
、
新
進
作
家
に
と
っ
て
の
、「
作
品
」
の
意
義
・
役
割
の
一
端
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
の
よ
う
な
、
第
二
期
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
「
作
品
」
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
の
特
徴
は
、
同
人
雑
誌
と
商
業
雑
誌
と
を
ま
た
ぐ

よ
う
な
位
置
に
あ
っ
て
、
新
進
作
家
が
活
躍
し
得
る
檜
舞
台
だ
っ
た
と
い
う
あ
た
り
に
あ
る
だ
ろ
う
。《
営
業
雑
誌
で
も
同

人
雑
誌
で
も
な
く
、
そ
の
中
間
の
や
う
な
、
或
は
特
定
の
グ
ル
ー
プ
の
機
関
誌
と
い
つ
た
風
の
も
の
が
、
此
頃
可
成
り
存
在

し
て
ゐ
る
》
と
指
摘
す
る
「
文
芸
時
評
⑤
新
潮
・
作
品
の
諸
作
」（「
中
外
商
業
新
報
」
一
九
三
五
・
六
・
二
九
）
の
舟
橋
聖

一
も
、
一
連
の
雑
誌
に
「
作
品
」
を
含
め
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
こ
に
「
作
品
」
初
期
の
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
な
誌
面
づ
く

り
の
伝
統
を
み
る
こ
と
も
で
き
る
。
こ
う
し
た
「
作
品
」
の
相
貌
は
、
後
に
古
谷
綱
武
が
「
思
い
出
」（
瀬
沼
茂
樹
編
『「
作

品
」
復
刻
版　

解
説
・
執
筆
者
索
引
』
一
九
八
一
・
四
、
日
本
近
代
文
学
館
）
で
、
次
の
よ
う
に
振
り
返
っ
て
い
る
。

　

文
学
青
年
で
あ
っ
た
私
に
と
っ
て
、
書
店
に
出
る
の
を
待
ち
か
ね
る
よ
う
に
し
て
毎
号
買
い
求
め
た
「
作
品
」
は
、

当
時
の
文
壇
に
登
場
し
て
き
た
も
っ
と
も
新
し
い
世
代
の
作
家
、
評
論
家
た
ち
を
、
執
筆
陣
に
網
羅
し
て
い
る
と
も
見

え
た
若
若
し
い
純
文
学
誌
で
あ
っ
た
。
ま
ず
こ
の
雑
誌
の
執
筆
者
に
な
れ
る
と
い
う
こ
と
が
、
私
の
文
壇
登
場
へ
の
念

願
に
道
を
ひ
ら
い
て
く
れ
る
こ
と
に
な
る
と
思
っ
て
、
私
は
「
作
品
」
の
執
筆
者
に
な
る
こ
と
に
あ
こ
が
れ
た
。

　

実
際
、
一
九
三
五
年
に
は
「
新
進
作
家
小
説
号
」（
一
九
三
五
・
七
）・「
続
新
進
作
家
小
説
号
」（
一
九
三
五
・
八
）・「
新

進
作
家
短
篇
集
」（
一
九
三
五
・
一
二
）
と
、
新
進
作
家
特
輯
を
実
に
三
度
も
組
ん
で
い
る
。
す
で
に
文
芸
誌
デ
ビ
ュ
ー
を
果

た
し
て
い
た
太
宰
治
も
ま
た
、
他
の
同
じ
く
ら
い
の
キ
ャ
リ
ア
の
新
進
作
家
と
と
も
に
、
そ
こ
に
「
玩
具
（
雀
こ
）」（
一
九



��

三
五
・
七
）
を
寄
稿
し
て
い
た
。
同
号
の
他
の
執
筆
者
は
、
坂
口
安
吾
を
別
格
と
す
れ
ば
、
第
一
回
芥
川
賞
を
と
も
に
争
っ

た
外
村
繁
を
は
じ
め
、
丹
羽
文
雄
、
中
島
直
人
、
丸
岡
明
、
寺
崎
浩
、
小
田
嶽
夫
、
田
畑
修
一
郎
、
川
崎
長
太
郎
…
…
と
、

い
ず
れ
も
長
い
同
人
雑
誌
遍
歴
を
経
て
き
た
面
々
が
並
ん
で
い
る
。
同
特
集
に
論
及
し
た
、
浅
見
淵
「
文
芸
時
評
（
三
）
才

気
の
サ
ン
プ
ル　
「
作
品
」
新
進
作
家
の
小
説
」（「
信
濃
毎
日
新
聞
」
一
九
三
五
・
八
・
五
）
に
は
、《
何
れ
も
枚
数
が
す
く

な
い
の
で
作
者
の
才
気
の
サ
ン
プ
ル
を
見
せ
ら
れ
て
ゐ
る
や
う
な
気
が
し
、
そ
の
点
で
は
面
白
か
つ
た
が
、
こ
れ
と
い
つ
て

感
銘
の
深
い
作
品
は
乏
し
か
つ
た
》
と
い
う
評
価
が
あ
り
、
一
定
の
注
目
を
浴
び
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　

こ
れ
は
逆
に
い
え
ば
、
ず
ば
抜
け
て
特
筆
す
べ
き
才
能
・
作
品
が
、
そ
こ
に
見
出
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る

は
ず
だ
。
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、
小
説
の
モ
チ
ー
フ
に
関
し
て
い
え
ば
、
つ
づ
く
二
回
の
特
集
も
併
せ
て
、
作
家
・
作
品
間

の
�
差
異
�
よ
り
も
む
し
ろ
�
類
似
�
が
目
を
ひ
く
。
具
体
的
に
頻
出
す
る
モ
チ
ー
フ
を
あ
げ
て
い
け
ば
、
外
地
や
地
方
を

は
じ
め
と
し
た
�
題
材
�
の
目
新
し
さ
、
故
郷
（
方
言
）
に
関
す
る
も
の
、
死
（
自
殺
）、
背
景
と
し
て
の
左
翼
活
動
歴
や
社

会
・
経
済
の
抑
圧
、
自
我
の
不
安
、
等
々
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
ら
は
、「
作
品
」
誌
上
に
特
有
の
も
の
で
は
な
く
、
同
世

代
の
新
進
作
家
に
課
さ
れ
て
き
た
歴
史
的
条
件
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
具
体
的
な
内
実
と
は
、
大
宅
壮
一
が
「
文

芸
時
評
（
完
）
化
物
は
ゐ
な
い
」（「
東
京
日
日
新
聞
」
一
九
三
五
・
一
一
・
三
）
で
指
摘
す
る
次
の
諸
条
件
で
あ
る
。

　

今
日
、
新
人
と
し
て
文
壇
に
登
場
し
つ
ゝ
あ
る
の
は
、
主
と
し
て
三
十
歳
前
後
か
ら
三
十
五
六
歳
ま
で
の
人
々
で
あ

る
が
、
か
れ
等
は
欧
州
大
戦
前
後
の
イ
ン
フ
レ
時
代
に
教
育
を
う
け
、
卒
業
と
共
に
不
景
気
の
ど
ん
底
に
喘
い
で
ゐ
る

社
会
に
投
げ
出
さ
れ
て
約
十
年
間
、
イ
ン
テ
リ
と
し
て
も
つ
と
も
不
利
な
条
件
の
下
に
、
失
業
も
し
く
は
半
失
業
生
活

の
苦
し
み
を
、
つ
ぶ
さ
に
な
め
て
き
た
も
の
が
大
部
分
で
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
個
人
差
は
あ
る
に
せ
よ
、
こ
の
時
期
の
新
進
作
家
は
こ
う
し
た
歴
史
の
渦
中
で
文
学
に
親
炙
し
つ
つ
、
主
体
形

成
を
遂
げ
て
き
た
の
だ
。
拙
著
『
昭
和
十
年
前
後
の
太
宰
治
』（
二
〇
〇
九
・
三
、
ひ
つ
じ
書
房
）
で
も
論
じ
た
よ
う
に
、
太

宰
治
も
ま
た
そ
う
し
た
一
群
の
新
進
作
家
の
一
人
だ
っ
た
の
で
あ
り
、「
作
品
」
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
、
こ
と
に
新
進
作
家
特
輯

は
、
後
の
文
学
史
上
の
評
価
・
盛
衰
を
経
る
前
の
、
ど
の
作
家
に
も
あ
り
得
た
可
能
性

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

を
垣
間
み
せ
て
く
れ
る
。
逆
に
そ
う

し
た
地
点
か
ら
こ
そ
、
そ
の
後
、
太
宰
治
が
浮
上
し
て
い
く
諸
条
件
を
考
え
て
い
く
こ
と
も
で
き
る
は
ず
な
の
だ
。


